
交通安全 災害安全

○区部の文教地区に位置
し、木造住宅密集地域に隣
接しており、生徒の多くは墨
東地区から通学している。
○生徒の通学手段は交通機
関の利用が９０％、自転車通
学は１０％である。
○保護者は自主性を培う学
校生活への期待が高く、地域
からも避難所の役割や支援を
期待されている。

○学習指導要領総則
「安全に関する指導」
○学校保健安全法(第27条）
○「未来の東京」戦略
○東京都教育ビジョン（第５
次）
〇東京都自転車の安全で適
正な利用  の促進に関する条
例
〇いじめ防止対策推進法

目指す生徒像

安全教育の目標

○安全に関する知識と理解を深め、適切な意思決定と行動選択を
行う力、自ら危険を予測し、回避する力
○地域の安全活動に参画し自主的な支援を行う意欲と態度

安全教育に関する法令等

　令和８年度　学校安全計画　全体計画

　　　　　　　　　　　　　      　　東京都立　上野高等　　学校　全日制　課程　普通　科

学校の現状等学校の教育目標

推進組織及び評価

育てようとする資質や能力及び態度

○個性の伸張に努め、自主的に行動するとともに、互
いに協力し合う態度を身に付けさせる。
○自ら学び考え行動する創造力を身に付けさせるとと
もに、規範意識を高め、社会の発展に貢献し得る心身
共に健康な人間の育成を目指す。

　規範意識の確立を基盤とした安全教育を推進し、自
他の生命や人格を尊重し生涯にわたって自らの安全
を守るとともに、社会の一員として地域の安全に貢献
できる人間の育成を目指す。

家庭・地域・関係機関との連携

関係する教科等各学年の指導方針
【１学年】安全に関する理解を深め、防災訓練等を通じて安
全意識を高め、地域への貢献活動に参加させる。
【２学年】安全に関する知識を活用し、有志による行事の運
営や部活動において安全に努める態度を育成する。
【３学年】安全に関する知識を日常生活や学校生活の中で
実践し、社会の一員としての自覚ある態度を育成する。

【地理歴史、公民、理科、保健体育、芸術等関係教科】校内
外での学習指導における事故防止の指導を行う。
【ホームルーム活動】学校生活における安全指導を徹底し、
安全に配慮し安心して学校生活を送るように努める。
【有志活動・部活動】生徒が主体的に安全の確保に努める
態度の育成を通じ有志活動・部活動の活性化を図る。

学校環境（対物管理）
安全管理との関連

安全教育の目標を実現するための基本方針

1学期：安全教育プログラム及び学校安
全計画の周知・徹底、震災を想定した避
難訓練
2学期：谷中地区防災部会による避難所
訓練と帰宅支援ステーション対応、学校
安全教室指導者講習（校内講習会の実
施）

○学校安全委員会、防災教育推進委員
会、生活指導部、教務部、保健部、経営
企画室（学校環境）
○学校運営連絡協議会に係る学校評価
アンケートを通じて評価を行う。

○ＰＴＡ運営委員会や広報委員会
を通じた啓発活動
○台東区役所・上野消防署・上野
警察署（スクールサポーター）・水道
局文京営業所等との連携

○危機管理マニュアルの見直しや改善を行
い、行動手順を熟知し、的確な初期対応と組織
的な行動を行う。
・保護者と連絡手段、生徒引渡しの確認。
・近隣町内会や警察・消防、区役所との連絡情
報交換の手段や手順の確認。

○現在や将来に直面する安全課題を把握し、自分で
判断して決定し実行する自己指導能力を備えた生徒
○地域の安全活動に社会の一員として貢献する生徒

○各教科、総合的な探究の時間、ホームルーム活動、学年行事、学校行事、有志活動、部活動等の全教育活動を通して、生徒
が自らの安全課題を設定してその解決を図る活動を基本に、生徒の学校生活の安全の徹底に努める。
○１学年では、体験活動や交通安全教室、防災訓練を通じて地域の安全に貢献する活動、２・３学年では、ホームルーム活動・
セーフティ教室を中心に安全学習を設定し、防災訓練・避難訓練を実施して、危険を予測し回避する能力を高める。

○家庭の内外や地域、社会で起こる犯罪
や危険について理解し、犯罪に巻き込ま
れないような態度と行動をとることができる
ようになることを重視する。
○校内外で起こる危険や犯罪について理
解し、安全で適切な行動をさせる。
・セーフティ教室
・登下校時の安全指導
・貴重品の管理や日常の生活指導

○地域、社会で展開される交通安全運動を知
り、参加する意識を高める。
○公共交通機関利用時の留意点とマナー、自
転車の安全利用とマナー指導に重点的に取り
組む。
・生活指導部による登校時マナー指導
・上野警察署と連携した交通安全教室
○補助教材『防災ノート～災害と安全～』の活
用学習を行う。
○交通法規・条令等に基づいた規則の順守、
保険の加入・ヘルメットの着用を推進していく。

○『防災ノート～災害と安全～』を活用した指
導を行い、地震や火災の発生時に適切な行動
ができるようにする。「保健」の授業でも『防災
ノート～災害と安全～』や『東京マイ・タイムライ
ン』を活用する。
○災害発生時における避難所の役割を理解
し、谷中地区防災部会による避難所設置訓練
や上野公園内の給水槽による給水搬送訓練な
どに積極的に参加する。
○風水害に対する防災教育を行う。
〇Jアラートについて学ぶ。

教職員の校内研修

生活や行動等の安全管理（対人管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理
【定期点検】経営企画室と連携して、生徒
に関わる防火・防災・防犯設備、体育施設
や薬品の管理状況について、学期に一回
など定期的に点検する。
【日常点検】授業中や学校行事の前など、
巡回等による安全点検を実施する。

○チャイム着席の徹底や貴重品の管理、
無断外出の禁止等、学校生活のルール
の遵守を徹底する。
○保健部や生活指導部との連携により、
生徒の心身の健康状態の把握に努め、
心の安全にも配慮する。

安全学習及び安全指導の指導方針等
生活安全


